
平成 年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書１７

（整理番号） 湘南地域農業改良普及センター提案機関名

６５

※記入不要

要望問題
施設キュウリ生育期間中におけるセンチュウ防除法の確立

【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】要望問題の内容

施設キュウリにおけるネコブセンチュウ防除については、作付け前のＤ－Ｄ剤やホスチアゼ
ート粒剤等による土壌消毒が行われている。
しかし、土壌消毒が不十分であった場合や減農薬栽培の観点から事前に土壌消毒をしなかっ

、 。た場合など キュウリ生育期間中にセンチュウ防除を要する際の技術の確立が求められている

トマトにおいては「アオバ液剤」が登録されているが、これと同様にキュウリ生育期間中に
株元に土壌灌注や土壌混和により施用できる殺センチュウ剤の登録拡大や施用法の見直しの
他、微生物資材や植物活性剤の利用も含めた様々な観点からのセンチュウ防除対策技術の確立
を希望する。
現在実施されている「パストリア」の効果安定に向けた取り組み並びに他剤の対応について

も検討をお願いいたします。

ＪＡ湘南施設野菜部会 １１３名 ２２５８ａ,

①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内解決希望年限

①研究所対応 ②委託研究 ③共同研究 ④その他研究対応区分

①農業総合研究所（ ②根府川試験場 ③三浦試験場 ④津久井試験場 ）対応を希望す
⑤畜産研究所 ⑥水産総合研究所（ ⑦内水面試験場 ⑧相模湾試験場 ）る研究機関名
⑨自然環境保全センター

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。

農業総合研究所回答機関名

部 署：農業環境部

①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可対応区分

（①、②、④の場合）試験研究課題名
環境と調和した環境保全型農業生産技術の体系化・実証研究（キュウリプロジェクト）

対応の内容等
パストリアにつきましては現在上記研究課題で試験を行っておりますが、現在の所効果的な

使用方法は確認できておりません。
今後メーカーとも相談の上、試験方法を再検討いたします。
アオバ液剤につきましては、メーカーからのお話しでは、作物への農薬残留及び、薬害の発

生のため登録は難しいとのことです。登録のあるメロンのように、使用前日数が 日位であ14
れば良いようですが、前日の登録は無理のようです。
他剤について生育期での登録のための試験依頼がきた場合は、協力をしていきます。

①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内解決予定年限

備 考


